
●データ利活用コミュニティの提案：増加する観光客の安心安全●

京都には、年間5684万人の観光客が訪れる。
H27年はうち、1362万1千人が宿泊観光客であり、
4321万9千人が日帰り観光客である。(1

京都市の歴史密度は濃く、府内国宝・重要文化
財（建造物）の約8割が市内（府内：297件）。これら
は、平安時代から昭和まで網羅している。(2

京都の寺社・名所には、地域の避難所
として位置づけられているものもある。(3

1)京都観光総合調査（平成27年） 2)国指定文化財等データベース 3)「指定避難所等一覧」京都市オープンデータポータルサイト
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データ コミュニティ デザイン
2017年度前期FBL/PBL1

京都市の避難所の分布（Google mapより作成） （Tableauにより作成）

解決策 楽しみながらの観光地（兼避難場所も）めぐり

１．インプット
基本的な情報の入手

２．ブレインストーミング
批判しない、自由に発言、質より量、連想していく、
ことを念頭にアイデア出し

３．データ分析
統計データ等を用いてアイデアについて実状を調査

４．アイデア組み合わせ
アイデアを組み合わせてより質の高いアイデアへ

発想の手順

・避難場所紹介を忍ばせた観光ルートの提案
・文化紹介を織り交ぜたストーリー観光つき宿泊プラン

・簡単に観光ルート決定

・意識せずに楽しく避難場所を確認

・SNSに自撮り写真

・観光ルートの評価

・ホテル・目的地を考慮した観光ルートの提案

・テーマに沿ったつながりある観光ストーリー
（スタンプラリー）

・景品贈呈（ホテルごとの工夫が可能）

・多くの人が避難場所を知るきっかけに

・観光ルートの改善

観光客 ホテル・データ管理システム

５．ペルソナ
詳細に設定した「ペルソナ」という代表的な
プロフィールを共有し、への理解を深める

６．カスタマージャーニーマップ
行動における情報源の考察・行動における思考と感情の推測
→対する問題点と提案項目の作成

７．プロトタイピング
共同作業のためのイメージ共有を目的に作成

←実際に設定したペルソナ

ペルソナをもとに実際に作成した→
カスタマージャーニーマップ

※矢印は情報の流れを示す。


